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・長崎良夫町長年頭あいさつ……３Ｐ

・みんなで止めよう温暖化………４Ｐ

・サミット町民会議ニュース……６Ｐ

・確定申告控除について…………10Ｐ
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こ

ん
にちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した

プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて、

洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

釣賀　優和くん
（ゆうわ）

和也さん・智枝さん
10月25日生　入４区

中泉　　心ちゃん
（こころ）

雄さん・美穂子さん
10月18日生　泉　区

奈須川雅希くん
（まさき）

伸也さん・敦子さん
9月26日生　月浦区

畠山　慎平くん
（しんぺい）

耕三さん・真知子さん
10月11日生　青１区

上山　咲良ちゃん
（さら）

紘成さん・里美さん
10月31日生　温３区



回
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
年
を
町
民
の
皆
様
と

お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

町
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
と
い
う

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
ま

い
り
、
国
内
外
の
注
目
を
受
け
、
慌

し
く
過
ぎ
去
っ
た
年
で
し
た
。

　
ま
た
平
成
12
年
の
有
珠
山
噴
火
で

分
断
さ
れ
た
国
道
２
３
０
号
の
新
ル

ー
ト
開
通
や
高
速
道
路
の
新
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
な
ど
、
噴
火
復

興
事
業
も
ほ
ぼ
完
了
い
た
し
、
新
生

洞
爺
湖
町
と
し
て
の
基
盤
づ
く
り
を

推
進
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
本
年
は
「
子
年
」
に
あ
た
り
大
切

な
始
ま
り
の
年
で
あ
り
、
良
い
ス
タ

ー
ト
を
き
れ
ば
未
来
は
大
き
く
開
け

て
く
る
と
言
わ
れ
お
り
ま
す
。
洞
爺

湖
町
が
舞
台
と
な
る
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を
大
き
な
弾
み
に

し
て
、
洞
爺
湖
町
を
広
く
世
界
へ
発

信
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
近
年
国
内
外
の
情
勢
は
政

治
、
経
済
の
不
安
要
素
か
ら
め
ま
ぐ

る
し
く
激
動
し
て
お
り
ま
す
。
国
内

に
お
い
て
も
国
際
協
力
の
問
題
や
財

政
改
革
の
推
進
、
社
会
保
障
費
の
負

担
な
ど
課
題
も
多
く
、
行
き
先
の
見

通
し
が
な
か
な
か
き
か
な
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

　
地
方
の
現
状
も
、
国
が
進
め
る
大

き
な
改
革
や
様
々
な
国
際
情
勢
の
影

響
を
受
け
、
景
気
回
復
の
兆
し
が
見

え
ず
、
灯
油
、
ガ
ソ
リ
ン
価
格
な
ど

の
高
騰
や
医
療
制
度
の
改
革
に
伴
う

医
療
機
関
で
の
医
師
不
足
な
ど
、
町

民
生
活
へ
の
不
安
や
及
ぼ
す
影
響
な

ど
大
変
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
目
を
町
内
に
転
じ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
大
変
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
洞
爺
湖
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
順
調

に
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
独
自
性
を
十
分
に
見
据
え
、

「
町
民
が
安
心
・
安
全
で
健
康
に
生

活
で
き
る
ま
ち
」
、「
環
境
に
配
慮
し

た
ま
ち
」
、「
元
気
で
交
流
の
あ
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
、
今
後
と
も
邁
進

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
有
珠
山
噴
火
災
害
か
ら
７
年
が
過

ぎ
、
前
述
し
た
よ
う
に
防
災
機
能
を

備
え
た
新
国
道
２
３
０
号
ト
ン
ネ
ル

の
開
通
、
そ
れ
に
接
続
す
る
新
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ
、
地
域

住
民
の
生
活
や
地
域
の
振
興
に
大
き

く
寄
与
し
ま
し
た
が
、
修
学
旅
行
を

は
じ
め
、
観
光
客
の
呼
び
戻
し
の
課

題
は
い
ま
だ
消
え
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
環
境
省

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
併
設
し
た
火

山
科
学
館
の
入
場
者
数
が
５
万
人
を

超
え
る
盛
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
も
、
同
セ
ン
タ
ー
が
、
洞
爺

湖
の
自
然
、
火
山
遺
構
な
ど
を
生
か

し
た
広
域
的
な
連
携
の
拠
点
施
設
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
、
集
客
へ

の
起
爆
剤
と
し
て
今
後
も
大
い
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
農
漁
業
は
、
恵
ま
れ
た
ク
リ
ー
ン

な
農
産
物
や
ホ
タ
テ
な
ど
を
中
心
と

し
た
水
産
資
源
な
ど
地
場
産
品
の
販

売
促
進
や
農
業
、
水
産
業
と
観
光
事

業
と
の
連
携
に
よ
る
起
業
化
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

新
た
な
交
流
施
設
で
あ
る
洞
爺
高
台

地
区
の
道
の
駅
が
４
月
に
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
お
り
、
既
存
の
道
の
駅

「
あ
ぷ
た
」
や
と
う
や
水
の
駅
と
の

連
携
を
強
め
る
中
で
、
食
の
面
か
ら

も
洞
爺
湖
町
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

し
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
の
財
政
基
盤
の
構
築
は
、

最
優
先
す
べ
き
課
題
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
健
全
な

財
政
経
営
を
目
指
し
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
身
近
な
業
務
で
の
徹
底
し
た

コ
ス
ト
削
減
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
は
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
試
行
を

実
施
し
、
町
が
実
施
し
て
い
る
事
務

事
業
の
検
証
、
改
善
改
革
案
を
見
出

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
地
方
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
国
、
北
海

道
の
指
導
の
も
と
で
計
画
的
に
財
政

の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
団
体
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
や
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
財

政
の
健
全
化
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
７
月
に
は
北
海
道
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
洞
爺
湖
町
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
国
内
外
に
当
町
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
お
も

て
な
し
の
心
」
を
大
切
に
し
て
町
全

体
で
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
例
年
町
民
各
位
か
ら
年
賀
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

返
礼
は
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
こ

と
か
ら
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

2008 年頭あいさつ2008 年頭あいさつ

大きな飛躍の年大きな飛躍の年
北海道洞爺湖サミットの成功に向けて北海道洞爺湖サミットの成功に向けて洞爺湖町長

長　崎　良　夫

洞爺湖町長

長　崎　良　夫
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　「チーム・マイナス６％」とは、京都

議定書で定められた温室効果ガス排出量

の６％の削減のため、政府が推進する国

民運動です。

　団体や企業、個人で参加登録できます。

　６つのアクションプランがあり、私た

ちが今すぐに取り組めるものばかりです。

　洞爺湖町として参加登録し、町長をは

じめ、職員個人の登録も推進しています。

　一人でできることは小さなことですが、

みんなが集まれば大きな力になります。

　洞爺湖町一丸となって、地球温暖化防

止に取り組んでいきましょう。

路上駐車、歩道上駐車、はみ出し駐車は除雪の妨げとなりますので、絶対にやめましょう。
路上駐車などがある場合は、安全確保のため除雪できませんし、近隣の迷惑となります。

って？って？って？

除雪作業がはじまります！除雪作業がはじまります！除雪作業がはじまります！

チーム・マイナス6％チーム・マイナス6％

問合せ：生活環境課（　７４－３００６）

○個人10名　○団体8団体（122名）

　　　　　　　　　　　　（12月25日現在）

※登録は引き続き受け付けています。

すでに多くの団体、個人のみなさんが活動をはじめています。

道路や公園など地域の公共の場をみなさんの手で守ってみませんか？

【登録状況】

まち美化ボランティア

◎路上駐車は止めてください。

屋根の雪などは、各戸で責任をもって片付けてください。道路へ出すと交通の妨げや
歩行者の迷惑になりますのでやめましょう。

◎道路に雪を出さないでください。

万一の火災に備え、消防署では消火栓・防火水槽の除雪を行っていますので、周囲に
雪を捨てないでください。また、近くに駐車しないようにしてください。

◎消火栓の確保

みなさんのご協力をお願いします。

「チーム・マイナス６％」 ６つのアクションプラン
・温度調節で減らそう。
　暖房の温度は高すぎませんか？
・水道の使い方で減らそう。
　シャワーの流しっぱなしはしてませか？
・自動車の使い方で減らそう。
　無駄なアイドリングはしてませんか？
・商品選び方で減らそう。
　エコ製品を選んでますか？
・買い物とごみで減らそう。
　マイバックってご存知ですか？
・電気の使い方で減らそう。
　誰も見ないテレビがついてませんか？

参加は簡単。インターネットで登録できます。
みなさんも参加してみませんか？
　　　　　　　　　ホームページ　www.team-6.jp　

ふ
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
い
つ
も
の
く
ら
し
を
…

い
ろ
ん
な
ム
ダ
が

　
か
く
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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洞爺湖町環境基本条例・洞爺湖町さわやか環境条例

　平成20年４月１日から「洞爺湖町環境基本条例」・「洞爺湖町さわやか環境条

例」が施行されます。

　２つの条例は、洞爺湖町が目指す「環境にやさしい町」づくりを町民のみ

なさんと協働で進めるためのものです。

　「環境条例」は、環境の保全、創造に対する基本的な取り組みを、「さわや

か環境条例」は、自然や生活環境を後世に引き継ぐための具体的な取り組み

を定めています。

　今月から、２つの条例の内容をお知らせしていきます。

　洞爺湖町のもつ四季に富んだ

美しい自然環境を守り将来の世

代に引き継いでいくための規範

となることを目指しています。

　町民・事業者・町が、それぞ

れの役割を自覚し「協力と連携」

のもとにひとつになって取り組

みを進めていくことを目的とし

ています。

◇◇廃食用油を燃料に利用すると・・・◇◇

・今まで捨てていた廃食用油を再利用することで、ごみの減量につながります。

・燃料費などのコスト削減につながります。

－平成20年4月1日から施行－

◇洞爺湖町環境基本条例◇洞爺湖町環境基本条例◇洞爺湖町環境基本条例

公用車がてんぷら油で走る!?公用車がてんぷら油で走る!?公用車がてんぷら油で走る!?

　町では、環境への負荷の少ない循環型社会にふさわしいごみ処理を目指し、

ごみの減量化と資源の有効利用に取り組んでいますが、その一環として、て

んぷら油などの廃食用油を燃料として再利用することにしました。

　廃食用油を生活排水に流したり、固めて捨ててしまうのは、環境への負荷

になると同時に大切な資源を捨てて

しまうことになります。

　まずは、道路パトロール車と作業

車の公用車２台を改造し、ホテルや

学校給食センターから出される廃食

用油を処理し、燃料として使用しま

す。

町　民

事業所 町

協力と連携

廃食用油を燃料とする公用車



京
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
が
こ
こ
に

は
あ
る
し
、
世
界
中
に
発
信
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

<

準
備
状
況>

●
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
Ｉ
Ｍ
Ｃ
（
イ
ン

タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

な
ど
は
進
ん
で
い
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｃ
は
①

プ
レ
ス
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
②
記

者
会
見
ス
ペ
ー
ス
③
環
境
展
示
ス
ペ

ー
ス
の
３
つ
か
ら
な
り
、
業
者
も
決

定
し
た
。

●
通
信
イ
ン
フ
ラ
は
ま
だ
充
分
で
は

な
い
。
光
通
信
な
ど
サ
ミ
ッ
ト
終
了

後
も
残
し
て
お
き
た
い
が
利
用
が
な

け
れ
ば
撤
収
と
な
る
。

●
空
港
の
整
備
と
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ

ル
の
近
く
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
を

こ
れ
か
ら
進
め
る
。
ル
ス
ツ
か
ら
ウ

ィ
ン
ザ
ー
そ
し
て
温
泉
街
と
、
ニ
セ

コ
～
ル
ス
ツ
間
は
エ
コ
カ
ー
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
走
ら
せ
た
い
。

●
12
月
11
日
よ
り
宿
泊
予
約
セ
ン
タ

ー
が
始
ま
っ
た
。
海
外
か
ら
の
宿
泊

の
調
整
も
す
る
。
ど
う
い
う
日
程
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ま
だ
わ
か
ら
な
い
が
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
サ
ミ
ッ
ト
参
加
国
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月
18
日
、
ル
ス
ツ
リ
ゾ
ー
ト
で
、

　
　
胆
振
、
後
志
管
内
７
市
町
村
の

関
係
者
を
招
い
て
、
北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
市
町
村
関
係
者
懇
話
会
が

開
か
れ
、
関
係
官
庁
幹
部
が
、
サ
ミ

ッ
ト
の
準
備
や
警
備
状
況
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
約
１
５
０
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
も
、
議
会
、
観
光
協
会
、

商
工
会
、
農
協
、
漁
協
な
ど
関
係
各

団
体
か
ら
約
30
人
が
参
加
し
、
進
捗

状
況
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
会
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
外
務
省
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
準
備
事
務

　
局
深
田
博
史
事
務
局
長

　
環
境
問
題
を
議
論
す
る
な
ら
東
京

よ
り
は
北
海
道
が
最
適
で
あ
る
。
東

▼
警
察
庁
五
十
嵐
邦
雄
長
官
官
房
審

　
議
官

●
９
・
11
以
降
初
の
日
本
開
催
。
テ

ロ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
は
、
日
本
全
体

が
絶
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
　

●
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
行
動
に
警

戒
。
今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
約
５
０

０
人
の
警
察
官
が
け
が
を
し
た
。

●
秩
序
だ
っ
て
行
わ
れ
る
運
動
は
問

題
が
な
い
が
、
畑
を
ふ
み
あ
ら
す
な

ど
の
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
は

拘
束
す
る
。

●
各
閣
僚
会
議
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、

４
月
頃
か
ら
７
月
ま
で
日
本
全
国
で

警
察
が
動
き
準
備
す
る
。
で
き
る
だ

け
広
報
に
つ
と
め
た
い
。

●
警
備
は
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
周
辺

が
中
心
と
な
る
。
規
制
範
囲
内
に
家

が
あ
る
場
合
は
、
規
制
対
象
か
ら
除

外
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

▼
海
上
保
安
庁
石
橋
幹
夫
警
備
救
難

　
部
長

●
漁
業
活
動
の
制
限
は
し
な
い
予
定
。

確
認
が
と
れ
た
漁
船
は
目
印
な
ど
を

つ
け
る
と
い
う
協
力
を
得
た
い
。

12

以
外
の
国
）
を
招
く
。
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
会
談
す
る
か
な
ど
ま
だ
決
ま

っ
て
い
な
い
。

　
歓
迎
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ウ
ィ
ン
ザ

ー
ホ
テ
ル
の
中
で
行
い
た
い
と
思
う
。

（
食
事
の
時
な
ど
）
配
偶
者
（
首
脳

に
随
行
す
る
婦
人
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
の
外
に
出
て
も

ら
う
と
い
う
可
能
性
は
あ
る
。
地
元

の
自
然
や
食
材
を
使
っ
て
も
て
な
し

た
い
。

●
テ
ロ
や
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
対

し
て
万
全
を
期
す
る
。
経
済
生
活
に

は
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
し
た

い
が
、
何
か
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で

必
要
な
警
備
は
行
う
。
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

●
こ
こ
で
行
わ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し
た
い
。

世
界
に
発
信
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
。
み
ん
な
の
熱
意
は
、

プ
レ
ス
に
伝
わ
る
の
で
、
知
恵
を
出

し
て
行
動
し
て
い
く
。
ウ
ィ
ン
ザ
ー

ホ
テ
ル
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
も
地
元
の
食
材
を
出
し
た
い
。

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

町
民
会
議
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

サミット
準備状況の
説明会開く

いろんな質問が出されたサミット準備状況説明会いろんな質問が出されたサミット準備状況説明会
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7

　
　
年
７
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

　
　
ッ
ト
開
催
が
２
０
０
日
後
に
迫

っ
た
12
月
20
日
、
サ
ミ
ッ
ト
推
進
町

民
会
議
が
主
催
し
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
温
泉
で
は
、
歓
迎
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
全
長
約
70
メ

ー
ト
ル
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン

ネ
ル
が
に
ぎ
わ
い
広
場
に
お
目
見
え
。

　
点
灯
式
で
は
、
長
崎
町
長
が
「
洞

　
そ
の
後
会
場
を
洞
爺
湖
文
化
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
和
と
洋
の
音
楽
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
約
１
、
０
０
０
人
が

集
ま
り
、
町
内
で
活
動
し
て
い
る
と

う
や
湖
踊
る
社
中
、
聖
龍
太
鼓
、
ト

ヤ
ト
ヤ
の
皆
さ
ん
や
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
福
沢
恵
介
さ
ん
、
ウ

イ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
で
ラ
イ
ブ
活
動
し

て
い
る
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
カ
ー
ラ
イ
ト

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
演
し
、

素
敵
な
歌
声
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
環
境
問
題
が
主
要
テ
ー

マ
と
な
る
サ
ミ
ッ
ト
に
関
連
し
て
、

洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
前
、
Ｊ
Ｒ
洞

爺
駅
広
場
、
と
う
や
水
の
駅
周
辺
で

は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
言
葉
を
し
る

し
た
り
、
飾
り
付
け
ら
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
約
２
、
２
０
０

個
が
灯
さ
れ
、
や
わ
ら
か
い
光
が
二

酸
化
炭
素
削
減
へ
の
気
持
ち
を
い
ざ

な
い
ま
し
た
。

来

爺
湖
町
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
。
各
国
首
脳
や
世
界
の
メ

デ
ィ
ア
の
方
を
温
か
く
迎
え
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
町
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

終
わ
る
と
、
暗
闇
か
ら
、
ま
ば
ゆ
い

光
を
放
つ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
ン

ネ
ル
が
浮
か
び
上
が
り
、
つ
め
か
け

て
い
た
来
場
者
か
ら
一
斉
に
驚
嘆
の

声
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

● ●● ●

北海道洞爺湖
サミット
北海道洞爺湖
サミット

虻高生協力

商工会でサミット歓迎ポスター作製
　洞爺湖町商工会が、サミット成功に向け、

歓迎ポスターをこのたび作製しました。

　虻田高校生徒に原案を依頼し、42作品

の応募の中から、町民投票の結果保坂陽文

さん（３年生）の作品を採用。

　その作品を基本にして、洞爺湖の写真を

配し、環境がテーマと

いうことで、地球を救

えとのコピーが入った

歓迎ポスターが出来上

がりました。

　商工会では、会員に

配り、サミット成功の

機運を図っていくこと

としています。

町民挙げてのおもてなしを
呼びかける

町民挙げてのおもてなしを
呼びかける

JRとうや駅前を灯したペットボトルキャンドル

会場をなごました子どもらの太鼓演奏

JRとうや駅前を灯したペットボトルキャンドル

会場をなごました子どもらの太鼓演奏

迫力ある踊りを披露するとうや湖踊る社中の皆さん迫力ある踊りを披露するとうや湖踊る社中の皆さん



　
　
害
時
の
備
え
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
な
な
か
ま
ど

の
会
（
代
表
坂
井
千
枝
）
が
、
緊
急

時
の
炊
き
出
し
の
講
習
会
を
、
11
月

10
日
洞
爺
湖
温
泉
集
会
所
で
行
い
、

約
20
人
が
参
加
し
て
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
と
い
う
非
常
炊
き
出
し
用
の
袋
を

使
っ
た
ご
飯
の
炊
き
方
を
学
び
ま
し

た
。

　
講
師
に
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
長

谷
川
眞
知
子
さ
ん
を
招
き
、
災
害
時

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た

後
、
一
人
ひ
と
り
が
お
米
を
ハ
イ
ゼ

ッ
ク
ス
に
い
れ
、
ご
飯
の
炊
き
方
を

実
践
し
ま
し
た
。

　
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
は
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
し
て
試
食
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は
、
簡
単
で
美
味
し
い

と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

災

　
　
を
通
じ
て
の
健
康
づ
く
り
を
め

　
　
ざ
す
洞
爺
湖
町
食
生
活
改
善
協

議
会
（
会
長
三
浦
敦
子
）
と
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
の
会
が
、
合
併
後
初
め
て
の

交
流
会
を
、
11
月
26
日
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
さ
わ
や
か
で
開
き
、
一
緒
に

料
理
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
員
約
30
人
が
参
加
。

「
ほ
た
て
の
炊
き
込
み
ご
は
ん
」
、

「
し
ょ
う
が
の
あ
ん
か
け
汁
」
、
「
キ

ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー
」
の
３
品
を
作
り

あ
げ
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

　
　
ミ
ッ
ト
開
催
を
記
念
し
て

　
　
「
２
０
０
７
釜
山
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
書
画
の
帰
国
展
in
洞
爺
湖
」（
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
芸
術
文
化
協
会
）

が
11
月
11
日
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
幕
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
場
に
水
墨
画
や
書
な

ど
約
50
点
を
展
示
。

　
最
初
に
三
富
一
風
氏
、
佐
々
木
篁

雲
氏
の
軸
作
画
が
町
に
寄
贈
さ
れ
、

そ
の
後
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ピ
ア
ノ
を

バ
ッ
ク
に
高
尾
桂
さ
ん
が
即
興
で
女

性
を
描
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
展
示
は
、
会
場
を
移
し
て
、
Ｊ
Ｒ

洞
爺
駅
横
の
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
18

日
か
ら
30
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

症
候
群
）
予
防
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　
講
師
の
管
理
栄
養
士
の
相
馬
和
子

先
生
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
の
予
防
に
は
、
食
生
活
の
改
善

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
ま
ず

手
始
め
に
、
朝
夕
の
体
重
の
計
測
や

食
べ
た
食
事
の
カ
ロ
リ
ー
の
記
録
な

ど
を
推
奨
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
ま
ず
食
事
の
量
と
質
を
自
分
で
加

減
し
、
減
量
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
に
は
、
簡
単
な
体
操
を

全
員
で
行
い
、
適
度
な
運
動
の
重
要

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

災害時の備え
洞爺湖温泉で炊き出し実習会開く

「釜山ビエンナーレ書画の帰国展」開催
軸作画を町に寄贈

洞爺湖町食生活改善協議会と
ヘルスメイトの会交流会開く

メタボリック予防の講演会
体重計測とカロリー記録を推奨

8

サ

食

　
　�

月
26
日
洞
爺
湖
町
が
主
催
す
る

　
　
「
健
康
づ
く
り
」
講
演
が
開
か

れ
、
約
60
人
が
参
加
し
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
肥
満
型

11

ハイゼックスでご飯を炊く皆さんピアノと書画のコラボレーション ハイゼックスでご飯を炊く皆さんピアノと書画のコラボレーションピアノと書画のコラボレーション

メタボリックシンドローム予防講演会メタボリックシンドローム予防講演会 料理のあとかたづけをする皆さん料理のあとかたづけをする皆さん



　
　�

ロ
ビ
デ
ン
ス
号
来
航
の
解
説
板

　
　
設
置
を
記
念
し
て
、
道
の
駅
に

隣
接
す
る
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
で
、

11
月
25
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
、
町

内
の
郷
土
史
家
の
多
田
康
之
さ
ん
や

亮
昌
寺
の
笠
谷
覚
真
住
職
、
室
蘭
市

内
の
研
究
者
坂
本
賢
一
さ
ん
、
イ
エ

ロ
ー
サ
ブ
リ
マ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
ル
ー

ム
主
宰
の
堀
野
茂
さ
ん
な
ど
か
ら
協

力
を
得
て
関
係
資
料
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の

人
が
つ
め
か
け
、
貴
重
な
資
料
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
12
月
３
日
か
ら
会
場
を
役
場

ロ
ビ
ー
に
移
し
、
17
日
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

し
た
園
児
達
約
60
人
は
、
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、

大
満
足
の
よ
う
す
で
し
た
。

　
サ
ン
タ
に
扮
し
た
の
は
、
当
町
で

各
種
活
動
を
行
っ
て
い
る
英
国
青
年

ト
ム
・
ク
レ
イ
ソ
ン
さ
ん
の
お
父
さ

ん
。

　
夫
妻
で
当
町
を
訪
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
当
日
の
サ
ン
タ
を
お
願
い
し
、

お
母
さ
ん
も
保
育
士
と
い
う
こ
と
で
、

夫
妻
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
虻
田
小
学
校
や
学
童
保

育
で
も
お
父
さ
ん
サ
ン
タ
は
活
躍
し

ま
し
た
。

　
　�

Ｐ
О
法
人
洞
爺
ま
ち
づ
く
り
観

　
　
光
協
会
（
高
橋
利
典
理
事
長
）

が
主
催
す
る
、
洞
爺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
が
、
11
月
30
日
と
う

や
水
の
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
近
隣
の
市
町
村
を
中
心
に
30
人
76

作
品
の
応
募
が
あ
り
、
大
賞
に
は
、

冬
の
浮
見
堂
を
題
材
に
し
た
近
藤
信

竹
さ
ん
（
札
幌
市
）
の
「
初
冬
」
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
町
内
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）
。

▽
準
特
選
　
秋
山
密
雄
（
入
１
区
）

▽
入
　
選
　
佐
藤
文
枝
（
洞
第
４
）

▽
佳
　
作
　
村
上
隆
昭
（
美
沢
西
）

た
多
く
の
園
児
の
目
を
釘
づ
け
に
し

ま
し
た
。

　
同
公
演
は
、
洞
爺
湖
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
協
議
会
の
結
成
20
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、

町
内
の
保
育
所
の
園
児
が
招
待
さ
れ

ま
し
た
。

　
人
形
劇
を
行
っ
た
の
は
、
北
海
道

人
形
劇
団
「
ひ
よ
っ
こ
」
の
皆
さ
ん
。

　
園
児
達
は
、
大
き
く
笑
っ
た
り
、

凝
視
し
た
り
と
人
形
の
一
挙
手
一
投

足
に
反
応
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
の
丘
で

公
演
を
行
い
、
お
年
寄
り
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。

フォトコンテスト表彰式
札幌の近藤さん特選受賞

プロビデンス号来航の
貴重な資料の展示会開く

ボランティア協議会
保育所園児に人形劇をプレゼント

洞爺保育所合同クリスマス会
サンタさんの登場に園児大喜び

9

　
　
月
３
日
、
入
江
保
育
所
で
人
形

　
　
劇
の
公
演
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ

Ｎプ

　
　
月
20
日
洞
爺
保
育
所
と
さ
く
ら

　
　
保
育
所
合
同
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
、
洞
爺
保
育
所
で
開
か
れ
、
参
加

12 12

資料に見入る来場者資料に見入る来場者 フォトコンテストで入選した皆さんフォトコンテストで入選した皆さん

人形劇をくいいるように見る園児ら人形劇をくいいるように見る園児らサンタさんと笑顔で握手する園児サンタさんと笑顔で握手する園児



　
　
人
又
は
本
人
と
生
計
を
一
に
す

　
　
る
親
族
の
た
め
に
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
金
額
を
医

療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
額
の
算
定
方
法
は
、
平
成
19

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
か
ら

保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
る
額
を
差

し
引
い
た
金
額
か
ら
、
10
万
円
又
は

総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
５
％
の

何
れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
き
、

そ
の
残
額
が
医
療
費
控
除
の
額
と
な

り
ま
す
。
こ
の
控
除
額
は
、
あ
く
ま

で
も
所
得
金
額
か
ら
の
控
除
額
で
、

算
出
税
額
か
ら
直
接
に
差
し
引
く
税

額
控
除
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

10

本

～控除について～

医
療
費
控
除
に
つ
い
て

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　
平
成
19
年
中
に
お
い
て
、
給
与
・

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
所
得
税

が
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
個
人

事
業
者
で
平
成
19
年
分
の
確
定
申
告

時
に
申
告
所
得
税
が
生
じ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
医
療
費
控
除
に
係
る

確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
所
得
税
が
還
付
若
し
く

は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
住
民
税

に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
中
に
お
い
て
、
国
民
年

金
・
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を
納
め

ら
れ
た
方
、
ま
た
臨
時
雇
用
や
退
職

等
に
よ
る
任
意
継
続
社
会
保
険
料
を

納
め
ら
れ
た
方
で
、
主
に
受
給
し
た

給
与
・
公
的
年
金
な
ど
な
ど
か
ら
所

得
税
が
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、

申
告
を
要
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
社

会
保
険
料
控
除
に
係
る
確
定
申
告

（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
が
還
付
若
し
く
は
軽
減
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
住
民

税
に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
財
政
課
課
税

係
（
　
74-

3
0
0
3
）
ま
で
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☎

固定資産税の償却資産の申告を忘れていませんか申告
は

1月3
1日ま

で

　償却資産とは

　土地や家屋以外の事業用の資産（構築物、機械、器具、備品など）のことを

いい、所得税法、法人税法で減価償却費として必要経費又は損金に参入される

ものです。

　償却資産の申告にあたっては、法人事業所は固定資産台帳や法人税申告書を、

個人事業者は所得税確定申告書の減価償却明細書や固定資産の管理帳簿などを

もとに行ってください。

　確定申告書の減価償却明細書に、控除される経費として事業用資産の申告が

なされていても、償却資産

申告書には、その資産の記

載が漏れているといったこ

とのないよう、必ず確認の

うえ適正な申告をお願いい

たします。

　問合せ先　税務財政課課

税係（☎74－3003）

家を取壊した方は
家屋の滅失届を
１月31日までに！

　固定資産税は、１
月１日現在の所有者
に課税されます。
　未登記の家屋を取
壊した方で、まだ家
屋の滅失届をされて
いない方は、１月31
日(木)までに税務財
政課課税係へ家屋滅
失届を提出してくだ
さい。
　なお、登記されて
いる家屋については、
札幌法務局室蘭支局
へ建物滅失登記申請
書を提出し、滅失の
手続を行ってくださ
い。

税務財政課



今

11

　
　
年
も
給
与
支
払
報
告
書
等
を
提

　
　
出
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り

ま
し
た
。

　
次
の
事
項
に
ご
留
意
の
う
え
、
提

出
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま

す
。

【
提
出
期
限
】
平
成
20
年
1
月
31
日

（
木
）�

※
毎
年
期
限
前
に
な
り
ま
す
と
、
窓

口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
提
出
先
　
洞
爺
湖
町
役
場
税
務
財

政
課
（
〒
0
4
9-

5
6
9
2
洞
爺
湖

町
栄
町
58
番
地
）

・
提
出
い
た
だ
く
書
類
　
給
与
支
払

報
告
書
の
総
括
表
及
び
個
人
別
明
細

書
（
洞
爺
湖
町
在
住
者
分
）

●
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細

書
）
に
つ
い
て

・
住
所
は
、
平
成
20
年
1
月
1
日
現

在
で
実
際
に
住
ん
で
い
る
住
所
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
票
が
な
い
場
合
で
も
、
通
年

そ
の
市
区
町
村
で
生
活
し
て
い
た
場

合
、
そ
の
市
区
町
村
に
て
住
民
税
を

課
税
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
業
所
に
住
民
登
録
地
を
再
確
認
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
扶
養
欄
に
つ
い
て
、
控
除
対
象
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
氏
名
と
続

柄
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
給

者
が
単
身
赴
任
し
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
扶
養
者
と
住
民
登
録
地
が
異
な

り
、
該
当
市
区
町
村
で
世
帯
員
の
確

認
が
と
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、

事
業
所
に
扶
養
者
の
氏
名
、
生
年
月

日
を
再
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
途
中
就
職
の
場
合
は
、
必
ず
前
事

業
所
名
、
前
事
業
所
で
の
給
与
・
社

会
保
険
料
・
源
泉
徴
収
税
額
、
退
職

年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
載
が
な
い
場
合
、
前
職
分
を
合

算
し
て
年
末
調
整
し
て
い
る
の
に
、

前
職
分
を
再
度
加
算
し
て
計
算
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
年
末
調
整
後

の
所
得
税
額
が
あ
わ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
該
当
市

区
町
村
で
は
内
容
の
確
認
が
取
れ
ま

せ
ん
の
で
、
内
容
不
明
で
税
務
署
か

ら
連
絡
が
い
っ
た
り
、
住
民
税
が
例

年
よ
り
高
く
課
税
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
）

・
個
人
別
明
細
書
に
つ
い
て
、
希
望

ま
た
は
連
絡
事
項
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
備
考
欄
等
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
徴
収
方
法
、
訂
正
分
、
追
加
分
な

ど
）

・
受
給
者
1
人
に
つ
き
2
枚
（
市
区

町
村
提
出
用
）
を
１
組
と
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
一
番
下
に
つ
い

て
い
る
源
泉
徴
収
票
（
交
付
用
）
は

受
給
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
般
の
受
給
者
は
緑
色
、
役
員
や
5

00
万
円
以
上
の
受
給
者
は
オ
レ
ン
ジ

色
の
給
与
支
払
報
告
書
で
作
成
し
て

く
だ
さ
い
。
）
平
成
19
年
中
に
支
払

わ
れ
た
給
与
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
員
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
も
含
み
ま
す
。
）
の
個
人
別

明
細
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

・
個
人
別
明
細
書
は
年
末
調
整
関
係

資
料
と
と
も
に
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

て
い
ま
す
（
11
月
中
旬
に
送
付
済

み
）
。
不
足
資
料
に
つ
い
て
は
、
室

蘭
税
務
署
ま
た
は
洞
爺
湖
町
役
場
税

務
財
政
課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
具
体
的
な
記
入
方
法
は
、
年
末
調

整
関
係
資
料
と
と
も
に
送
付
さ
れ
て

い
る
「
平
成
19
年
分
年
末
調
整
の
し

か
た
（
国
税
庁
発
行
）
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

室
蘭
税
務
署
　
個
人
課
税
第
３
部
門

（
　
0
1
4
3-

22-

4
4
2
0
）

洞
爺
湖
町
役
場
　
税
務
財
政
課
（

74-

3
0
0
3
）

☎

☎

　平成19年分の所得税の還付申告受付が、１月から始まります

　町では、1月28日から本庁窓口で随時受付を開始します。�

　申告書は、「確定申告の手引きを」などを参考にご自分で作成し、お早めに提

出してください。

　また申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コース」で簡単に作

成することができ、作成した申告書は、送付又は電子申告（e－Ｔax）により提出

できます。�

　申告相談で税務署にお越しの際は、印鑑、源

泉徴収票、諸控除の証明書などの必要書類をご

持参ください。

　なお3月6日に、洞爺湖温泉支所で相談会を予

定しています。　

　詳しくは、室蘭税務署（　0143－22－4151）

か役場税務財政課（　74－3003）へ。

☎

☎



　
　
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
灯
油

　
　
価
格
の
高
騰
が
依
然
と
し
て
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
人
世
帯
、

重
度
心
身
障
害
者
世
帯
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
対
し
、
生
活
の
一
助
と

し
て
冬
季
採
暖
に
必
要
な
福
祉
灯
油

の
購
入
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
世
帯
の
方
は
申
請
が
必

要
で
す
。

■
対
象
世
帯

　
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
洞
爺
湖

町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の
１
〜

５
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

１
、
満
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
及
び

老
人
世
帯

２
、
上
記
世
帯
で
あ
っ
て
、
満
18
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
世
帯

３
、
１
、
２
級
の
重
度
身
体
障
害
者

が
世
帯
主
又
は
同
居
す
る
世
帯

４
、
療
育
手
帳
が
Ａ
ラ
ン
ク
の
知
的

障
害
者
が
世
帯
主
又
は
同
居
す
る
世

帯５
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
っ
て
、
18

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
世
帯

※
�
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
等
に
入

　
所
又
は
入
院
し
て
い
る
単
身
世
帯

�
事
実
上
扶
養
さ
れ
て
い
る
世
帯

�
冬
期
間
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
世

　
帯
は
除
き
ま
す
。

■
収
入
限
度
額
（
平
成
19
年
中
の
世

帯
全
員
の
収
入
額
合
計
を
月
割
し
た

額
）

�
１
人
世
帯
　
月
額
10
万
円
未
満

�
２
人
世
帯
　
月
額
13
万
３
千
円
未

満�
３
人
世
帯
　
月
額
16
万
６
千
円
未

満�
４
人
世
帯
　
月
額
20
万
円
未
満

■
持
参
す
る
物

　
平
成
19
年
中
の
収
入
状
況
が
わ
か

る
も
の

・
年
金
の
支
払
通
知
書
又
は
年
金
の

振
込
ま
れ
て
い
る
通
帳
な
ど

・
源
泉
徴
収
票
　
　
　
　
　
　
　
　

・
そ
の
他
、
給
与
支
払
明
細
書
等
の

収
入
が
確
認
で
き
る
書
類
　
　
　
　

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が
必

　
要
と
な
り
ま
す

■
申
請
期
限

　
平
成
20
年
１
月
10
日
（
木
）
か
ら

３
月
21
日
（
金
）
ま
で

■
申
請
場
所

　
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉
係
・
洞
爺

湖
温
泉
支
所
・
洞
爺
総
合
支
所
総
務

住
民
課
の
各
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
助
成
の
量

　
一
世
帯
あ
た
り
灯
油
１
３
０
リ
ッ

ト
ル

■
問
合
せ

　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
　
74
‐
3

0
0
1
）
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原

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

　大リーグで活躍する井口資二選手と福岡ダイ
エーホークスのエース和田毅投手を迎えて、野球
道への道「今明かす骨太談議」IＮ洞爺湖2007（主
催洞爺湖少年野球育成会）が、12月14日洞爺湖文
化センターで行われました。
　会場には、洞爺湖町近辺の少年野球チームなど
の子供たちを中心に約1,000人が集まり、憧れの
まなざしで、二人の話に聞き入っていました。�
　直接野球指
導をうけたり、
サイン入りの
ユニフォーム
や手袋などが
当たる抽選会
も行われ、 大
いに盛り上が
りました。

プロ野球選手との交流会
　　野球への思い熱く語る

新「虻田洞爺湖ＩＣ」供用開始
洞爺湖への利便性改善

☎

　道央自動車道の新「虻田洞爺湖ＩＣ（インターチェ

ンジ）」が、12月21日から供用が開始され、洞爺湖温

泉街へのアクセス改善で、一層の集客アップが期待

されます。

　これに先立ち20日には、関係者約50人が出席して、

完成式が行われました。

　ＮＥＸＣＯ東日本北海道支社の窪寺克次支社長が

「これで噴火前の状態にもどった。一層地域皆さんの

お役に立てるよう努めたい」と挨拶。

　長崎町長も「サミッ

トにとっても有意義

なものになる」と完成

の祝辞を述べました。

　最後に関係者がゲ

ート前でテープカッ

トを行い、供用開始を

祝いました。 完成を祝うテープカット
野球少年と熱く語る骨太談議野球少年と熱く語る骨太談議



早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
、
通
常

年
額
1
6
9
,
2
0
0
円
（
月

1
4
,
1
0
0
円
×
12
カ
月
）が
、
1

6
8
,
6
0
0
円
（
月
1
4
,
0
×

12
カ
月
）に
な
り
、 

月
額
50
円
、年
額

で
6
0
0
円
安
く
な
り
ま
す
。
　
当

月
保
険
料
を
当
月
末
に
口
座
振
替
す

る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ
る
割
引
制
度

で
す
。

　
お
申
込
み
日
に
よ
っ
て
、
口
座
振

替
の
開
始
月
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
残
高
不
足
で
当
月
末
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
割
引
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
、
一
年
前
納
（
４
〜
３
月
）

は
、
3
,
5
5
0
円
、
６
カ
月
前
納

（
４
〜
９
月
、
10
〜
３
月
）
は
9
6
0

円
お
得
で
す
が
、
お
申
し
込
み
時
期

な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
社
会

保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
注
　
保
険
料
額
、
割
引
額
は

平
成
19
年
度
額
で
す
。）

　
手
続
き
は
、年
金
手
帳
、預（
貯
）金

通
帳
、
印
鑑
（
お
届
け
印
）
を
お
持
ち

に
な
り
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は

口
座
を
お
持
ち
の
各
金
融
機
関
窓
口

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
郵
送
に
て
申
し
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
な
く
便
利
な
口
座
振
替

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
0
1

4
3-

24-

7
1
0
1
）
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夜
も
す
が
ら
潮
騒
の
音
た
ゆ
た
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
海
の
社
寮
の
終
戦
偲
ば
む
　
　
　
室
野
　
晃
慶

か
た
く
な
に
拒
み
し
妻
の
携
帯
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呼
び
つ
づ
く
る
も
応
答
あ
ら
ず
　
　
太
田
　
　
智

八
十
路
坂
よ
く
ぞ
越
え
き
て
ど
っ
こ
い
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬
日
な
ご
み
て
い
の
ち
さ
や
か
に
　
大
西
　
芳
子

長
男
の
嫁
と
ふ
自
負
を
常
に
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
づ
か
い
く
る
る
嫁
只
あ
り
が
た
し
　
伊
藤
　
静
子

過
ぎ
来
し
は
当
り
外
れ
の
多
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
勢
暦
今
年
は
買
は
ず
　
　
　
　
　
赤
塚
　
瑛
子

指
先
で
タ
イ
マ
ー
押
し
て
Ｏ
Ｋ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
が
わ
が
病
い
か
に
な
る
ら
ん
　
　
石
黒
ま
さ
子

人
の
死
も
ビ
ジ
ネ
ス
化
さ
れ
し
此
の
頃
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
間
の
絆
も
薄
く
成
り
ゆ
く
　
　
　
北
島
　
加
代

こ
の
会
に
点
し
て
く
れ
た
君
が
灯
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
れ
は
心
の
寄
る
辺
に
と
せ
ん
　
　
山
木
　
　
孝

漬
け
終
へ
て
一
人
の
夕
餉
ふ
つ
ふ
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
豆
腐
鍋
に
ほ
っ
と
し
て
い
る
　
　
中
野
　
イ
マ

寒
さ
に
も
負
け
ず
に
は
し
ゃ
ぐ
子
供
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励
ま
さ
れ
つ
つ
夕
餉
に
か
か
る
　
　
元
田
フ
ジ
子

真
夜
中
を
緊
迫
の
音
ひ
び
か
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
の
リ
レ
ー
救
急
車
過
ぐ
　
　
　
大
久
保
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
二
月
定
例
会

あ
な
た
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
の
年
金
だ
よ
り

そ
こ
が
知
り
た
い

・・・

国
民
年
金
の
納
付
は
、口
座

振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

住民基本台帳の閲覧状況

　平成18年11月１日から住民基本台帳法の一

部の改正により、住民基本台帳の一部（住所、

氏名、性別、生年月日）の写しを何人でも閲

覧請求できる制度が廃止され、ダイレクトメ

ールや営業目的では閲覧ができなくなり個人

情報保護に十分留意した制度に改められまし

た。

　住民基本台帳を閲覧できる場合は、㈰国ま

たは地方公共団体の機関が法令に定める事務

の遂行をするため㈪個人または法人にあって

は統計調査、世論調査、学術研究その他の調

査研究のうち、公益性が高いと認められるも

のだけとなり、また、年１回、申出者の氏名

・利用目的の概要・閲覧年月日・閲覧対象の

住民の範囲について公表することになります。

　今回、法施行日以降の住民基本台帳の閲覧

状況については次のとおりです。

　平成18年11月から平成19年3月までは、住

民基本台帳の閲覧の申出は1件もありません

でした。次回、平成19年4月から平成20年３

月までの閲覧状況につい

ては、平成20年5月に公

表予定です。

■問合せ先　住民課戸籍

年金係（☎74－3002）

凩
や
顎
ま
で
つ
か
る
露
天
風
呂

冬
ざ
る
る
サ
ミ
ッ
ト
に
急
く
道
普
請

餅
つ
き
の
記
憶
や
納
屋
の
石
の
臼

陽
だ
ま
り
の
茶
房
の
外
は
枯
木
立

落
暉
い
ま
眠
れ
る
山
を
か
か
や
か
す  

注
落
暉
　
入
り
日
、
落
日

家
中
の
ガ
ラ
ス
曇
ら
せ
お
で
ん
煮
る

か
ま
ど
猫
狸
寝
入
り
に
薄
片
目

餅
搗
や
あ
ね
様
か
む
り
の
母
が
ゐ
て

瀬
川
　
　
稔

矢
野
　
知
子

菅
原
　
敏
子

白
井
　
み
え

井
村
　
育
子

塩
川
サ
チ
子

小
笠
原
　
勇

三
瓶
　
　
修

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
二
月
定
例
会

こ
が
ら
し

せ

ら
っ
き

も
ち
つ
き

み
ち  

ぶ 

し
ん

、、

、

、

、



社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
の
に

喪
失
届
け
を
忘
れ
る
と
、
保
険

税
が
そ
の
ま
ま
徴
収
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
国
保
に
加
入
す
る
場
合
の
資
格
取

得
日
は
、
届
け
出
の
あ
っ
た
日
で
は

な
く
社
会
保
険
な
ど
の
資
格
を
喪
失

し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

・
届
け
出
は
２
週
間
以
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。�

・
会
社
を
退
職
し
て
も
そ
の
ま
ま
社

会
保
険
の
任
意
継
続
を
す
る
場
合
や

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
親
な
ど

の
扶
養
に
入
る
場
合
、
期
間
を
お
か

な
い
で
再
度
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

さ
れ
る
場
合
は
、
国
保
の
届
出
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
洞
爺
湖
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
平
成
18
年
度
入
院
に
か
か
る
年
間

計
を
疾
病
別
諸
率
上
位
５
位
ま
で
を

集
計
し
ま
し
た
。�

�

・
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
定
期
的

に
町
の
健
康
診
断
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
る
方
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
を
や
め
て
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

方
で
、
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
認
定
を
受
け
て
老
人
保
健

受
給
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
へ

移
ら
な
い
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
移
ら
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
方
は
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
住
民
課

国
保
医
療
係
及
び
各
支
所
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
１
月
18
日
以
降
に
手
続
き

し
た
場
合
は
、
４
月
に
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
後

日
お
返
し
し
ま
す
。
移
っ
た
場
合
と

移
ら
な
か
っ
た
場
合
で
ど
ち
ら
が
有

利
に
な
る
の
か
は
、
一
人
ひ
と
り
の

状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
医
療

費
や
保
険
料
の
負
担
な
ど
を
考
え
て

・
70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ

い
て
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
一
年
間
窓
口
負
担
が

１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

既
に
３
割
負
担
を
頂
い
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
は

除
き
ま
す
。
（
昨
年
の
制
度
改
正
で

は
、
70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に

つ
い
て
は
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
2

割
負
担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
た
も
の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。
）
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移
動
が
あ
っ
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を

高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
見
直
し
に
つ
い
て

障
が
い
認
定
を
受
け
て

い
る
老
人
保
健
受
給
者

洞
爺
湖
町
の
受
診
状
況
は
？

医療費と保険料（税）の違い

後期高齢者医療に
移った場合

1割負担
（現役並所得者は3割）

均等割　43,143円
所得割（所得－33万円）×9.63％
所得割と均等割の合計が保険料です。

後期高齢者医療に
移らなかった場合

現在加入している健康保険
に確認してください

《65～69歳》 3割負担
《70～74歳》 2割負担
（現役並み所得者は3割）

医 療 費 ※ 保険料（税）

（注）平成20年3月までは1割
負担となります。

※北海道や洞爺湖町で行っている医療助成制度の適用状況により、実際の医療費負担は
　上記より少なくなることがあります。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
医
療
係

（
☎
74-

３
０
０
２
）

H18順位  (H17順位)�　　疾　病　名　�

　１　　（－）　　その他の感染症、寄生虫症

　２　　（２）　　白　血　病�

　３　　（３）　　悪性リンパ腫�

　４　　（－）　　血液及び造血器の疾患、免疫機構の障害 �

　５　　（－）　　肝　硬　変�

1,200,753円

1,107,530円

945,713円

819,680円

748,009円

H18順位  (H17順位)�　　疾　病　名　

　１　　（１）　　脳　梗　塞�

　２　　（２）　　統合失調症、及び妄想性障害

　３　　（４）　　糖　尿　病　

　４　　（９）　　脳　内　出　血 

　５　　（３）　　その他の心疾患

◎1人当たり診療費が高い

◎受診率が高い

◎1件当り診療費が高い

受診率 受診件数

5.48％ 269件

221件

139件

116件

106件

4.50％

2.83％

2.36％

2.16％

1件当り診療費

疾病別諸率上位5位

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。



00 00

　
　
ボ
ウ
に
は
イ
ヌ
リ
ン
や
ヤ
ミ
ヘ

　
　
ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
等
の
食

物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

食
物
繊
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸

収
や
急
な
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
、

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
予
防
に
は
た
ら
く
成
分
、
ま
た

腸
内
環
境
を
改
善
す
る
作
用
も
あ
り
、

大
腸
が
ん
の
予
防
に
も
期
待
で
き
ま

す
。
食
物
繊
維
の
歯
ご
た
え
は
そ
し

ゃ
く
回
数
を
増
や
し
、
唾
液
の
分
泌

を
促
し
、
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
促
す

作
用
が
便
秘
解
消
に
も
効
果
的
な
た

め
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
材
と
し
て
も
オ
ス

ス
メ
で
す
。

　
リ
グ
ニ
ン
は
切
り
口
に
出
て
く
る

成
分
な
の
で
、
さ
さ
が
き
な
ど
断
面

の
多
い
切
り
方
を
す
る
と
よ
り
パ
ワ

ー
を
発
揮
し
ま
す
。
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洞爺湖町次世代支援対策

推進地域行動計画の再編

に関するご意見を

　
　
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

　
　
に
基
づ
き
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
か

つ
、
育
成
さ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成

を
実
現
す
る
た
め
、
市
町
村
や
一
定

規
模
の
企
業
な
ど
に
お
い
て
は
、
平

成
17
年
度
中
に
「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
本
町

で
は
、
平
成
18
年
3
月
27
日
の
合
併

以
前
に
、
旧
虻
田
町
、
旧
洞
爺
村
が

そ
れ
ぞ
れ
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
　�

　
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
は
「
ふ

た
つ
の
計
画
書
」
の
内
容
を
継
承
し

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
旧
町
村
に
お
け
る
各

々
の
計
画
書
を
、
新
町
に
お
け
る
「

ひ
と
つ
の
計
画
書
」
と
し
て
再
編
成

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を

お
聞
き
し
た
う
え
で
、
平
成
20
年
3

月
末
を
目
途
に
再
編
を
完
了
す
る
予

定
で
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。�

　
紙
面
の
都
合
上
、
旧
町
村
の
「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
地
域
行
動

計
画
」
全
文
を
、
広
報
に
掲
載
で
き

な
い
た
め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま

す
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
計

画
へ
の
反
映
は
、
計
画
審
議
の
た
め

に
設
置
す
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
策
定
委
員
会
に

お
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1
．
旧
町
村
の
計
画
書
を
公
開
し
て

い
る
場
所
　�

・
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉
係
／
・
総

合
支
所
総
務
住
民
課
／
・
洞
爺
湖
温

泉
支
所
窓
口

　２
．
ご
意
見
な
ど
を
お
受
け
す
る
期

限
　

　
1
月
31
日
（
木
）
（
必
着
）�

３
．
ご
意
見
な
ど
の
提
起
方
法
　

　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
用
紙
に
よ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
健
康

福
祉
課
福
祉
係
宛
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
は
、
原
則
、
公
開
い
た
し

ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
電
話
に
よ
り
ま
す
ご

意
見
な
ど
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
旨
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

【
意
見
等
提
出
様
式
】

・
洞
爺
湖
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
に
対
す
る
ご
意

見・
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号

・
ご
意
見
等
（
提
起
の
趣
旨
・
提
起

の
内
容
）
　

【
提
出
先
】

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

fu
k
u
sh
i@
tow
n
.toy
ak
o.h
ok
k
ai

d
o.jp�

・
郵
送
の
場

　
送
付
先
：
〒
0
4
9
ー
5
6
9
2

　
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
　
洞
爺
湖

町
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
あ
て

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
0
1
4
2
‐
74
‐
2
1
2
1
　

洞
爺
湖
町
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉

係
あ
て

３
．
ご
意
見
な
ど
の
提
起
方
法
　

　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
用
紙
に
よ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
健
康

福
祉
課
福
祉
係
宛
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
な
ど
は
、
原
則
、
公
開
い
た
し

ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
電
話
に
よ
り
ま
す
ご

意
見
な
ど
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
の
旨
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

【
意
見
等
提
出
様
式
】

・
洞
爺
湖
町
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
地
域
行
動
計
画
に
対
す
る
ご
意

見・
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号

・
ご
意
見
等
（
提
起
の
趣
旨
・
提
起

の
内
容
）
　

【
提
出
先
】

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

fu
k
u
sh
i@
tow
n
.toy
ak
o.h
ok
k
ai

d
o.jp�

・
郵
送
の
場

　
送
付
先
：
〒
0
4
9
ー
5
6
9
2

　
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番
地
　
洞
爺
湖

町
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
あ
て

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

　
0
1
4
2
‐
74
‐
2
1
2
1
　

洞
爺
湖
町
役
場
　
健
康
福
祉
課
福
祉

係
あ
て

次

ゴ

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

食
物
繊
維
で
生
活
習
慣
病
や

大
腸
が
ん
の
予
防
に
な
る
ゴ
ボ
ウ

　請求制限は、平成20年3月31日までです。

　この請求期限を過ぎますと、法律の規定によ

り、特別弔慰金を受ける権利が消滅します。

対象者　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成

17年4月1日において、公務扶助料、遺族年金等

を受ける方がいない場合に、次の順番による優

先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給され

ます。

１．弔慰金の受給権者

２．戦没者等の子

３．㈰父母㈪孫㈫祖父母㈬兄弟姉妹（戦没者等

と生計関係を有していなかった方などは除きま

す）

４．上記1から３以外の㈰父母㈪孫㈫祖父母㈬兄

弟姉妹�

５.上記１から４以外の三親等内の親族（戦没者

等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有

していた方に限ります）�

■給付内容　額面40万円、10年償還の記名国債

■担当課　　健康福祉課福祉係（　74－3001）

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
今
月
は
15
日
を
締
切
り
と
し
、
20

日
に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76
ー
４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　
　
75
ー
２
７
０
４

役
場
　
産
業
課
　
　
74
ー
３
０
０
５

酸
消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

特別弔慰金の請求はお済ですか

「



洞爺湖消防署（　76-2119）･温泉分署（　73-1119）･洞爺支署（　87-2119）･『火災・救急・救助119番』
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る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
違
法
な
駐
車
は
、
一
刻
を
争
う
消

防
活
動
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

１
．
消
防
水
利
の
周
辺

　
（1）
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

　
　
の
部
分

　
（2）
消
防
用
防
火
水
槽
の
吸
水
口
も

　
　
し
く
は
吸
管
投
入
孔
か
ら
５
メ

　
　
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

　
　
さ
ん
の
大
切
な
、
住
宅
を
火
災

　
　
か
ら
守
る
「
消
火
栓
」
や
「
防
火

水
槽
」
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
、

消
火
活
動
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
施
設
で
、
火
災
発
生
時
に
、
消

火
に
必
要
な
水
を
消
防
隊
に
供
給
す

る
も
の
で
す
。

　｢

消
火
栓
」
や
「
防
火
水
槽
」
は

道
路
脇
や
歩
道
上
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
位
置
を
示
す
た
め
、

標
識
を
掲
げ
て
い
る
も
の
、
路
上
に

マ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
も
の
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
消
防
水
利
」

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
河
川
な
ど

も
、消
火
活
動
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
消
防
水
利
等
の
周
辺
は
、

道
路
交
通
法
で
駐
車
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
定
期
的
に

点
検
整
備
を
行
い
、
い
つ
ど
こ
で
火

災
が
発
生
し
て
も
直
ち
に
消
火
活
動

を
行
う
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
発
生
時
に
、「
消
火
栓
」
や
「
防

火
水
槽
」
付
近
へ
違
法
な
駐
車
車
両

が
障
害
と
な
り
、
消
火
活
動
を
妨
げ

皆

11
月
の

●
火
災
件
数
　
２
件

●
救
急
件
数
　
37
件

消
防
だ
よ
り

１
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

消
防
用
水
利
周
辺
に
違
法

駐
車
は
し
て
い
ま
せ
ん
？

道
路
交
通
法
で
駐
車
を

禁
止
し
て
い
る
場
所

　
　
　
　
　
（
消
防
関
係
）

　
（3）
消
防
用
防
火
水
槽
の
則
端
ま
た

　
　
は
こ
れ
ら
の
道
路
に
接
す
る
出

　
　
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の

　
　
部
分

　
（4）
指
定
消
防
水
利
（
プ
ー
ル
、
池
、

　
　
井
戸
、
河
川
等
）
の
標
識
が
設

　
　
置
さ
れ
て
い
る
位
置
か
ら
５
メ

　
　
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

統
一
標
語

「
火
は
見
て
る

　
　
あ
な
た
が
離
れ
る

　
　
　
　
　
　
そ
の
時
を
」

平成18年度西胆振消防組合決算概要

　平成18年度西胆振消防組合決算概要をお知らせいたします。
　歳入では、歳入グラフのとおり、歳入に占める割合が最も大きいのが消防負
担金で、構成市町の規模（人口、財政、職員数、団員数、指定防火対象物数）
等により、負担率が決められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費が最も多く、続いて消防費が多く、本
部、各消防署（支署）の資機材の整備等及び活動経費に充てられています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳細／西胆振消防組合消防本部総務課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0142-21-5000

単位：千円

1,560,052
1,447,064
722,408
406,369
166,848
151,439
3,277
14,454
916

30,870
25,302
38,169

【歳入】　総　額
１．消防負担金
　　（内訳）　　伊 達 市
　　　　　　　　洞爺湖町
　　　　　　　　豊 浦 町
　　　　　　　　壮 瞥 町
２．使用料及び手数料
３．道 補 助 金
４．財 産 収 入
５．繰　入　金
６．繰　越　金　
７．諸　収　入　

1,516,491
694
258

291,624
1,129,121
94,794

【歳出】　総　額
１．議　会　費
２．監査委員費
３．消　防　費
４．給　与　費
５．公　債　費

歳入合計

15億6005万2千円

歳出合計

15億1649万1千円

消防負担金
92.76％

給与費
74.46％

消防費
19.23％

議会費 0.05％
監査委員費 0.02％

公債費
6.25％

諸収入
2.45％

使用料及
び手数料
　0.21％

繰越金 1.62％繰入金 1.98％

財産収入 0.06％

道補助金 0.93％



17

平成20年4月から

特定健診･特定保健指導が始まります

洞爺湖町の健康の実態
住民課国保医療係 　74－3002／健康福祉課健康福祉センター 　76－4006

健診は、症状が出る
前に体の中で起きて
いること確認できる
大切な機会です！　
年に１回、自分の
健康チェックを
しましょう。　 

　今月号も、先月号に引き続き町の健康実態についてお知らせします。

　健診を受けていただいた方がどのような所見に該当しているのか、過去５年間

(平成14年～18年度)の傾向を調べてみました。

　洞爺湖町は経年的に見ても肥満該当者が30％を占め、最高血圧の高い方、血

糖など糖尿病に関連する項目に該当する方が多く見られます。この傾向は特に

50代の男性から急増して見られます。男性は肥満該当者も多く、内臓脂肪の蓄

積に「高血圧」「高血糖」「脂質代謝異常」のいずれか2項目以上を併せ持つ

「メタボリックシンドローム」の状況から、血管を傷つけ、40代50代から心筋

梗塞や狭心症、脳血管疾患を発症したり亡くなる方がいる状況との関連がうかが

えます。また男性は中性脂肪の高い方が女性より多く「脂質代謝異常」に該当す

る方が見られます。�逆に女性は、悪玉コレステロール(LDLコレステロール)が

高い方が、男性比べ多く見られます。悪玉コレステロールの増加は、動脈硬化か

ら心筋梗塞や狭心症を発症するリスクになり、女性の心疾患死亡が多いこととの

関連がうかがえます。

　平成17年度に国保加入者1,000人に生活習慣に関するアンケートを実施し、497人の方にご協力いただきました。

　その結果では、運動量に問題のある方は40％以上、食生活では塩分の取り方に問題のある方が約50％近くいまし

た。味噌汁の摂取や塩蔵物を食べる頻度の多い割合が、全国平均に比べ高く見られました。

　また脂肪分の取り方に問題のある方が70％以上を占め、野菜不足の傾向にもありました。エネルギー摂取に問題

のある方も70％以上を占めています。

　「濃い味や脂肪分の多いものを摂取し、全体的に食べる量も多い傾向にあるが、運動量は少ない」という特徴が

浮かびあがりました。特に男性に多く見られ、この傾向がメタボリックシンドロームや高血圧、高脂血症や糖尿病

など生活習慣病の発症や重症化の入り口になっていることもうかがえます。

　特に冬は活動量が減り、夏と同じ食べ方を続けることで体重が増え、「冬になると２～３kg体重が増えて･･･」と

いう心当たりはありませんか？そして「でも夏になったら、また動いて体重も戻るから大丈夫」と思っていません

か？その体重の変動で、太りやすい身体を作ったり、取��閧ｷぎた糖や脂肪の代謝に身体の中で歪みをきたし、後々

の健診データや身体に症状として現れ、病気を発症するのです。そうなる前に、夏と冬でも動き方に合わせた食べ

方をすることが大切ですね。�

　食事だけ減らすダイエットは、大切な骨や筋肉まで減らし、逆に貯えて太りやすい身体にしてしまいます。身体

も動かして筋肉を付け、代謝を高めることでエネルギーを燃やせる体にすることが大切です。

　洞爺湖町の健診受診率は全道平均よりも低く、西胆振管内の中でも低い状況にありま

す。特に生活習慣病が増え始める40代、50代の健診受診率はきわめて低い状況です。

　来年４月からは、皆さんに受けていただく「特定健診の実施率」や「特定保健指導の

実施率」及び、「メタボリックシンドローム該当者・予備軍の減少率」の目標を各医療

保険者(洞爺湖町国民健康保険もその1つです)が年度ごとに定め、その達成度が国にも

求められます。�

　生活習慣病を予防することが洞爺湖町の医療費の適正化にもつながります。そのため

には病気なる前に1人でも多くの方に健診を受けていただきたい。ご家族やご近所、大

切な方を誘って健診を受けに来ていただければと思います。今後もみなさんが受けやす

い健診とそれぞれの生活に合わせた保健指導で、住民のみなさんの健康的な生活をお手

伝いしていきたいと考えています。

　平成19年度の集団健診は終了しましたが、町内医療機関でも通年で個別に健診を受ける
ことができます。詳しくは健康福祉センターへお問い合わせください。

健診を受けた方はどのような所見のある方が多いのでしょうか？

食生活と運動量の実態は？

健診を受けていただきました

平成18年度は611人の方

が健診を受けていただき

ました。

（国保加入者は439人受診

していただきました。）

治療が必要な方が早く

見つかったり、保健指

導で改善された方もい

ました。これからも、

よりみなさんが受けや

すい健診体制を目指し

ます！



　
　
月
3
日
役
場
3
階
の
防
災
研
修

　
　
ホ
ー
ル
で
、
一
斉
改
選
に
伴
う

民
生
委
員
児
童
委
員
感
謝
状
贈
呈
式

並
び
に
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
退
任
さ
れ
る
7
人
の
方

に
、
厚
生
労
働
大
臣
、
北
海
道
知
事
、

洞
爺
湖
町
長
、
北
海
道
民
生
児
童
委

員
連
盟
会
長
か
ら
永
年
の
功
労
に
対

し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
新
任
、
再
任
民
生
委
員

・
児
童
委
員
へ
の
委
嘱
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
、
長
崎
町
長
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
委
嘱
状
が
直
接
渡
さ
れ
ま
し
た
。

�

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
国

・
道
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
私
達
に
一
番

身
近
な
暮
ら
し
の
相
談
員
で
す
。
困

り
ご
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
退
任
者
（
敬
称
略
）
〉

・
和
田
孝
道
（
虻
8
区
）

・
大
塚
政
幸
（
温
1
区
）�

・
宮
崎
　
夫
（
月
浦
区
）�

・
塩
田
　
勉
（
洞
第
4
〜
５
・
曙
・

　
旭
浦
）�

・
阿
部
賢
一
（
虻
7
区
）�

・
岡
部
ミ
ツ
（
虻
6
区
）�

・
橋
本
豊
子
（
主
任
児
童
委
員
）

（
カ
ッ
コ
の
中
は
担
当
地
区
）

　
　
月
18
日
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
で
、
洞
爺
湖
芸
術
館
の
名
称
採

用
者
で
あ
る
大
西
サ
ダ
さ
ん
（
洞
第

１
）
へ
、
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
長
崎
町
長
か
ら
洞
爺
湖

温
泉
宿
泊
（
１
泊
2
日
）
の
チ
ケ
ッ

ト
が
大
西
さ
ん
に
渡
さ
れ
、
「
率
直

な
気
持
ち
で
応
募
し
て
、
そ
れ
が
採

用
さ
れ
る
な
ん
て
本
当
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
」
と
採
用
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

18
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新しい民生委員・児童委員の皆さん
担当地区 氏　　　名 担当地区 氏　　　名

1 牧 野 貞 之 青 葉 2 高 橋 祐 子

清 水 小 笠 原 榮 一

月 浦 川 人 健 一

花 和 田 中 智 恵

温 1 岡 本 千 惠 子

温2・4 海 老 澤 邦 子

温 3 橋 本 悦 子

温5・8 来 栖 由 喜

温 8 宮 崎 三 記 子

香 川 大 廣 　 功

成 香 村 上 正 敏

主任児童委員 吉 田 　 聡

主任児童委員 奥 山 洋 子

主任児童委員 矢 野 春 美

大原・富丘 村 上 公 子

緑沢・美沢西
・美沢東・
温泉病院

村 上 喜 美 子

4～5町内
・曙・旭浦

藤 盛 三 枝 子

1～ 3・6
町 内

傳 　 俊 夫

財田・川東
・ 岩 屋

大 西 則 子

2 加 藤 公 二

3 小 林 克 美

4 赤 川 龍 麿

5 竹 内 廣 志

6 有 田 　 實

6 山 崎 久 美 子

6 野 田 憲 昭

7 森 　 幸 子

8 木 村 美 起 子

入 江 1 角 野 好 弘

入 江 1 樂 木 信 子

入 江 3 市 川 友 義

入 江 4 藤 原 佳 子

入 江 4 谷 内 照 子

泉 長 浜 　 武

泉 沼 田 盛 昭

青 葉 1 小弾正紀江子

三　豊　・
かっこう台

阿 部 　 昭

任期：平成19年12月1日～平成22年11月30日

新しい
民生委員
児童委員の
皆さん

新しい
民生委員
児童委員の
皆さん

新しい
民生委員
児童委員の
皆さん

「洞爺湖芸術館」命名者

町から記念品贈呈

大西サダさん

長崎町長から記念品を渡される大西サダさん
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あ
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福
祉
会

第
11
回
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月
８
日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
の
皆
様
と
の
交
流
会
を
グ
リ
ー

ン
ス
テ
イ
洞
爺
湖
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
不
良
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
少
々
風
は
強
い
も
の
の
、
日

差
し
に
も
恵
ま
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
の
交
流
会
は
、
果
樹
園

で
の
果
物
狩
り
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

　
　
様
か
ら
多
く
の
ご
協
力
を
い
た

　
　
だ
き
、
完
成
し
た
建
物
で
の
生

活
が
始
ま
っ
て
約
一
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
居
住
棟
は
一
部
を
除
き
個
室
と
な

り
、
他
の
人
の
目
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
過
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

普
通
の
生
活
で
は
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
が
、
集
団
で
生
活
を
す
る
施
設

の
中
で
よ
う
や
く
実
現
で
き
ま
し
た
。

個
室
に
な
り
、
あ
る
程
度
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

事
が
一
番
の
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

利
用
者
間
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
減
少
し

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
る
こ
と

も
少
な
く
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
過
し
て

い
ま
す
。

　
男
性
棟
女
性
棟
そ
れ
ぞ
れ
に
デ
イ

ル
ー
ム
・
浴
室
が
あ
り
、
夕
食
後
に

は
異
性
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

ラ
フ
な
服
装
で
過
し
て
お
り
、
入
浴

後
は
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
く
つ
ろ
い
で
い

ま
す
。
浴
室
も
広
く
な
り
、
洗
い
場

に
は
順
番
待
ち
を
す
る
こ
と
な
く
使

用
で
き
る
だ
け
の
シ
ャ
ワ
ー
も
設
置

さ
れ
、
非
常
に
快
適
で
す
。
『
友
愛

温
泉
』
と
呼
び
、
入
浴
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
方
も
大
勢
い
ま
す
。

　
改
築
前
と
違
い
、
異
性
と
談
笑
す

る
機
会
が
減
り
、
男
女
が
一
緒
に
過

ご
す
の
は
食
事
時
だ
け
に
な
り
、
不

満
も
あ
る
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
よ
う
な
不
満
も
な
く
、
「
新
し

い
部
屋
で
一
人
に
な
れ
る
こ
と
が
良

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
す
。
個
室
に
な
っ
た
こ
と
と
増
築

さ
れ
た
こ
と
で
、
床
面
積
が
広
く
な

り
、
私
達
職
員
は
今
ま
で
以
上
に
体

力
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
利
用
者
の

穏
や
か
な
笑
顔
、
表
情
に
優
る
も
の

は
な
く
、
励
ま
さ
れ
な
が
ら
支
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
で
の
暮
ら
し
が
叫
ば
れ
て
い

る
今
、
何
故
増
改
築
な
の
か
と
い
う

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
で
の
生
活
は

な
か
な
か
実
現
し
な
い
の
が
実
情
で

す
。
利
用
者
の
『
今
の
生
活
』
を
大

切
に
考
え
た
結
果
と
し
て
の
増
改
築

で
し
た
が
、
利
用
者
の
「
新
し
く
な

っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
穏
や
か
な

笑
顔
に
接
し
、
本
当
に
良
か
っ
た
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
全
員

が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
の
で

き
る
内
容
は
な
い
か
と
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
好
評
で
あ
っ
た
炊
事
遠
足
の

よ
う
に
、
楽
し
く
皆
で
食
事
の
で
き

る
も
の
が
良
い
の
で
は
と
い
う
事
に

な
り
、
小
運
動
会
と
女
性
利
用
者
、

職
員
が
、
力
を
合
わ
せ
て
作
る
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
一
日
を

楽
し
む
と
い
う
形
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
小
運
動
会
で
は
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
も
一
緒

に
参
加
し
て
頂
き
、
綱
引
き

や
玉
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
以
上
に
盛
り
上

が
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
良
い

笑
顔
で
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
皆
様
も
同
様
に
楽

し
ん
で
頂
け
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
十
分
に
身
体
を
動
か
し
た

後
は
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

食
事
で
す
。
炊
事
を
担
当
し

た
方
々
は
皆
よ
り
も
早
め
に
会
場
に

移
動
し
、
一
生
懸
命
に
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な

が
美
味
し
い
と
言
い
、
み
ん
な
が
お

か
わ
り
を
す
る
姿
を
見
て
、
調
理
を

し
た
利
用
者
は
と
て
も
満
足
気
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
利
用
者
も
と
て

も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
毎
回
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10

皆

個室でのひととき個室でのひととき

綱引きを楽しむ利用者の皆さん綱引きを楽しむ利用者の皆さん



　役場庁舎町民ロ

ビーを利用し、毎

月１回、絵画・写真

・彫刻などの作品

展を行っています。

　今月は町内小学

校の洞爺湖町教育

研究会による児童作品展を行いま

す。

　期間は、１月15日（火）～25日

（金）までの土・日・祝日を除く午前

９時から午後５時30分までです。

　なお、15日は正午から展示、

最終日の25日は午後１時終了で

す。

22 20

新刊案内 読書の家
１月の休館日 祝日10日・17日・24日・31日 14日

＜一　般＞▽中原の虹第4巻（浅田次郎）▽越境捜査（笹

本陵平）

＜児童書＞▽ケルトファンタジーシリーズ全7巻

★未返却の本が多くなっていますので、お確かめくだ

　さい。返却期限は守ってください。

洞爺湖町教育研究会
　児童作品展

　各種スポーツやニュースポーツ

など楽しいスポーツで心地よい汗

総合運動教室の開催

　日頃の運動不足解消や筋力強化

に手軽で楽しい教室ですので、皆

「エクササイズ教室2」
～有酸素運動で健康増進～

■あぶた読書の家 76-2100

＜一　般＞▽警官の血（上･下）（佐々木譲）▽書庫の母

（辻井喬）▽吉原手引草（松井今朝子）▽テオ　もうひと

りのゴッホ（マリー・アン・ジュリーク）▽南方熊楠菌類

図譜（マタリウム美術館修）▽遠野物語・山の人生（柳田

国男）▽日本の民謡集（町田嘉章）

■みずうみ読書の家 75-4702

こ
ん に ち は

イベント･催し物イベント･催し物
を流し、健康な

体づくり・体力

づくりのため運

動をしましょう。

日頃運動不足の

解消、親子での

　　　　　　　　参加などご近所

　　　　　　　　お誘い合わせの

うえご参加ください。

■日　時　１月31日（木）・２月７

　　　　　日（木）・14日（木）・21

　　　　　日（木）

　　　　　午後７時00分～８時

　　　　　30分

■場　所　洞爺中学校体育館

■内　容　卓球、スポンジテニス、

　　　　　バドミントン、ミニバ

　　　　　レー、フロアカーリン

　　　　　グ等

■その他　運動靴・運動しやすい

　　　　　服装でお願いします。

さんお誘

い合わせ

の上、ぜ

ひご参加

ください。

　エクササイズボールなどを使用

しますので、足や腰に負担がかか

らず、体に無理がなく楽しく運動

できます（運動靴は使用しませ

ん）。

■日　　時　１月17日（木）･24日

　　　　　　（木）

　　　　　　毎週木曜日　２回コ

　　　　　　ース　　

　　　　　　午後７時00分～８

　　　　　　時30分　　　　　

■場　　所  洞爺ふれ愛センター

　　　　　　２階

■服　　装 運動しやすい服装及

　　　　　　び汗拭きタオル持参

■受付期間　１月16日(水)までに

　　　　　　申込みください。



　
警
察
へ
の
緊
急
通
報
手
段
で
あ

る
一
一
〇
番
通
報
は
、道
民
と
警
察

を
結
ぶ
絆
と
し
て
広
く
定
着
し
て

い
ま
す
。�

　
一
一
〇
番
通
報
制
度
は
、
事
件
、

事
故
は
も
と
よ
り
、
不
審
者
（
車
両
）

な
ど
の
目
撃
通
報
や
犯
罪
に
関
す

る
情
報
提
供
な
ど
、
警
察
活
動
に
真

に
必
要
な
情
報
入
手
の
手
段
と
し

て
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。
　
同

時
に
現
在
、
一
一
〇
番
通
報
で
、
緊

急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
各
種

照
会
、
要
望
・
相
談
・
苦
情
な
ど
が
持

ち
込
ま
れ
、
緊
急
通
報
に
対
す
る
警

察
の
対
応
に
少
な
か
ら
ず
の
影
響

を
及
ぼ
す
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
道
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
一
〇
番

制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
急
を
要
し
な
い
照
会
や
要
望
・

相
談
・
苦
情
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
♯

9
1
1
0
」
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口

電
話
の
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
伊
達
警
察
署（
☎
22-

0
1
1
0
）

■と　き　１月20日（日）

　　　　　午後１時から

■ところ　だて歴史の杜カルチャーセンター　

　　　　　あけぼの１階　大ホール

■内　容　講演会　座長伊達赤十字病院院長　前田

　　　　　喜晴

★テーマ１

「体に優しい腹腔鏡下手術」

講師　伊達赤十字病院　第二外科部長　松本　譲　

★テーマ２

「尿が出ずらい、トイレが近い－原因と治療―」

講師　伊達赤十字病院　泌尿器科部長　高松恒夫

■対　象　胆振西部４市町にお住まいの方

■問合せ　伊達赤十字病院　地域医療連携室

　　　　（　23‐2733）

■参加費　無料

■主　催　伊達市・胆振西部医師会
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洞爺湖町交通安全

指導員を募集します

洞爺湖町交通安全

指導員を募集します

洞爺湖町交通安全

指導員を募集します

　
　
爺
湖
町
で
は
、
交
通
安
全
指
導

　
　
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
指
導
員
は
、
幼
児
、
児

童
生
徒
、
高
齢
者
及
び
一
般
歩

行
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る

と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
安
全

の
実
践
を
普
及
す
る
た
め
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
交
通
安
全
運
動
は
も
と
よ
り

交
通
事
故
防
止
に
対
し
積
極
的

な
関
心
の
あ
る
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募 

集 

人 

数
】
５
名�

【
募 

集 

資 

格
】
�
町
内
在
住

の
概
ね
65
歳
ま
で
の
方
で
、
交

通
安
全
運
動
な
ど
に
関
心
の
あ

る
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

�
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者

【
任 

務 

内 

容
】
交
通
安
全
運
動

（
年
間
）
の
協
力
、
各
種
団
体
イ
ベ

ン
ト
で
の
交
通
安
全
指
導
な
ど
が
主

た
る
任
務
で
す
。�

【
任
　
　
　 

期
】
２
年
間
（
平
成

20
年
4
月
1
日
〜
平
成
22
年
3
月
31

日)【
応 

募 

方 

法
】
町
で
用
意
し
た
履

歴
書
を
提
出
（
ご
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
ら
履
歴
書
を
郵
送
い
た
し
ま

す
。
）�

【
募 

集 
期 
間
】
1
月
10
日
か
ら
2

月
15
日
ま
で

　
く
わ
し
く
は
、
住
民
課
交
通
防
犯

係
（
☎
74
‐
3
0
0
2
）
ま
で
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

洞

第6回市民健康講座

ちょっと気になる健康づくりちょっと気になる健康づくり
1
月
10
日
は

110
番
の
日
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町
で
は
平
成
20
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付
を

し
ま
す
。
（
平
成
19
年
度
・
平
成
20

年
度
で
既
に
申
請
書
を
受
理
さ
れ
て

い
る
場
合
は
不
要
で
す
。
）

　
こ
の
申
請
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
平
成

20
年
度
中
に
町
と
建
設
工
事
な
ど
の

契
約
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す

る
業
者
の
方
は
必
ず
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
付
最
終
日
近
く
に
は
混
雑
し
ま

す
の
で
、
書
類
は
早
め
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
２
月
１
日
〜
２
月
29
日
ま
で

■
申
請
書

　
（
社
）
北
海
道
土
木
協
会
作
成
の

市
町
村
統
一
様
式

■
提
出
先
　

　
総
務
課
契
約
係（
☎
74
‐
3
0
0
0
）

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
追
加
受
付
を
し
ま
す

　
多
く
の
本
校
家
政
科
の
卒
業
生
や

旧
職
員
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
ご
出
席
を

希
望
す
る
方
は
、
準
備
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
閉
科
式

� 

式
　
典
　
３
月
１
日
（
土
）
14
時

　

か
ら
（
会
場
：
本
校
体
育
館
）

� 

懇
親
会
　
16
時
か
ら
（
会
場
：

　
ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
、
会
費
：
4
、

北
海
道
伊
達
高
等
学
校

家
政
科
閉
科
式

無
料
法
律
相
談

　
今
年
５
回
目
の
無
料
法
律
相
談
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
財
産
、
家
族
、

生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
お
悩
み
の

問
題
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
（
相
談
に
際
し
て
は
、

具
体
的
な
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば
、
持
参

さ
れ
ま
す
と
よ
り
効
果
的
で
す
。
）

　
な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
、
１
月

23
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
　
　
き
　
１
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り

　
　
　
　
　
　
３
時
ま
で

■
と

こ

ろ

洞
爺
湖
温
泉
支
所

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
　
馬
見
州
一

　
　
　
　
　
　
先
生

■
問

合

せ

住
民
課
住
民
係

　
　
　
　
　
（
☎
74
‐
3
0
0
2
）

0
0
0
円
）

■
問
合
せ
　
北
海
道
伊
達
高
等
学
校

　
教
頭
阿
部
広
美
・
教
諭
佐
藤
光
子

（
☎
23-

2
5
2
5
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
25-

2

5
2
6
）

　
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
町
民
の
皆

さ
ん
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
「
裁

判
員
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
映
画

「
裁
判
員
〜
選
ば
れ
、
そ
し
て
見
え

て
き
た
も
の
〜
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

現
職
の
裁
判
官
が
裁
判
員
制
度
の
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

■
日
　
　
時
　
１
月
30
日
（
水
）
　

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
午
後
8

　
　
　
　
　
　
時�

■
場
　
　
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

■
申
し
込
み
　
札
幌
地
方
裁
判
所
室

　
　
　
　
　
　
蘭
支
部
庶
務
課
（
☎

　
　
　
　
　
　
0
1
4
3
‐
44
‐
6

　
　
　
　
　
　
7
3
3
）

■
主
　
　
催
　
札
幌
地
方
裁
判
所

「
裁
判
員
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム

i
n
室
蘭
」
の
お
知
ら
せ

心
か
ら
お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

故北嶋小二郎さん
■11月8日死去
■71歳■遺族は
高橋貢さん■洞第4

故田中寅一さん
■11月12日死去
■81歳■遺族は
利一さん■香川

故大廣玉子さん
■11月12日死去
■85歳■遺族は
功さん■香川

故白石　繁さん
■11月13日死去
■88歳■遺族は
マサエさん■成香

故鈴木勝吉さん
■11月20日死去
■87歳■遺族は
スヱさん■虻1区

故大石幸夫さん
■11月2日死去
■88歳■遺族は
シズさん■虻6区

故合田靜夫さん
■11月16日死去
■71歳■遺族は
扶美子さん■洞第1

故八重樫力さん
■11月1日死去
■70歳■遺族は
美津子さん■泉区

故大石光雄さん
■11月16日死去
■90歳■遺族は
愛子さん■泉区

故小原トメさん
■11月27日死去
■68歳■遺族は
之夫さん■洞第5

故阪本　準さん
■11月29日死去
■88歳■遺族は
たけのさん■泉区

故山口巌雄さん
■11月29日死去
■79歳■遺族は
タマヱさん■虻6区



●
コ
ロ
ナ
電
子
レ
ン
ジ
を
譲
り
ま
す

　
色
は
白
で
、10
年
ほ
ど
前
の
製
品

で
す
が
、新
品
同
様
。

　
詳
し
く
は
、　
北
野
タ
ミ
さ
ん（
洞

爺
湖
温
泉
町
40
　
75
‐
2
7
6
6
）へ

　
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、
地
域

の
資
源
を
い
か
し
た
自
然
博
物
館
で

す
。

　
周
辺
地
域
が
一
体
と
な
る
こ
の
取

り
組
み
で
、
私
た
ち
の
マ
チ
の
魅
力

を
一
緒
に
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
と
　
き
　
１
月
30
日
（
火
）
午
後

　
　
　
　
　
６
時
か
ら

■
と
こ
ろ
　
洞
爺
湖
町
役
場
防
災
研

　
　
　
　
　
修
セ
ン
タ
ー

■
申
込
み
　
１
月
21
日
ま
で
役
場
企

　
　
　
　
　
画
防
災
課
企
画
防
災
係

　
　
　
　
　
ま
で

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
の
開
催

ジ
オ
パ
ー
ク
と
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

譲
っ
て
く
だ
さ
い

・
譲
り
ま
す
コ
ー
ナ
ー

（
　
74
‐
3
0
0
4
）

■
と
　
き
　
1
月
18
日
午
後
6
時
〜

■
と
こ
ろ
　
伊
達
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー

■
問
合
せ
　
壮
瞥
町
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

　
　
　
　
　
ア
ム
推
進
室
（
☎
66-

　
　
　
　
　
2
1
2
1
）

■
主
　
催
　
洞
爺
湖
周
辺
地
域
エ
コ

　
　
　
　
　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
協

　
　
　
　
　
議
会

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付
物
品

〈
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
〉

▼
伊
達
信
用
金
庫
（
楽
木
恭
一
理
事

長
）
は
20
万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〈
歳
末
助
け
合
い
〉

▼
連
合
洞
爺
支
部
は
５
万
円

▼
伊
達
遊
技
業
組
合
は
５
万
円

▼
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る

会
は
2
万
円�

▼
泉
ク
ラ
ブ
は
7
千
9
6
2
円

〈
寄
付
・
物
品
〉

▼
坂
井
千
枝
さ
ん
（
温
3
区
）�

▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ

▼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

寄
　
　
　
付
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　洞爺財田自然体験ハウス周辺で、

雪の結晶のレプリカ作り、コンパス

を使った宝探し、スノーシューを使

用しての生き物探検、アイスクリー

ム作りなど、身近な雪をテーマに子

どもパークレンジャーとして探検し

ます。

■と　き　２月11日（月・祝日）

　　　　　午前10時～15時

■ところ　洞爺財田自然体験ハウス

■参加費　５００円（保険代、プロ

　　　　　グラム費）

■対象者　小学４年生～中学３年生

　　　　　まで

■募集人員　30名（先着順）

■申込先　ＮＰＯ法人当別エコロジ

カルコミュニティー（石狩郡当別町

川下754－11）

　0133－22－4305

ＦＡＸ0133－22－2263

Eメール:tectec_ee@ybb.ne.jp�

■主　催　環境省北海道地方環境事

　　　　　務所

※防寒着、長靴、お弁当など持参。

　昼食に豚汁を一緒に作ります。

平成１９年度
子どもパークレンジャー

参加者募集

第３回

洞爺美味い物コンテスト

第３回

洞爺美味い物コンテスト
　誰でも食べ物であればどんな料理でも参加ＯＫ。

優秀作はピュアフーズとうやが商品化します。

■と　き　１月23日（水）午前10時30分～午後３時

■ところ　洞爺総合支所調理室＆和室

■賞　金　最優秀賞30,000円／優秀賞10,000円

　　　　　／準優秀賞5,000円など�

■問合せ先　有限会社ピュアフーズとうや

　　　　　担当堤まで（☎82－5957）

◆参加資格は問いませんが、試食用料理を約20人

　分用意してください。

2008洞爺湖温泉冬まつり2008洞爺湖温泉冬まつり
2/5～2/11

■と　き　2月9日（土）〈本祭り〉
　　　　　午後５時30分
■ところ　洞爺湖汽船本社前
　　　　　特設会場

主催（社）洞爺湖温泉観光協会　75－2446

◆国際人間ばんばラフテ

　ィング大会などイベン

　ト多数

◆期間中は午後８時30分

　から毎夜湖上打上げ花

　火を行います。

■と　き　2月10日（日）

　　　　　午前9時～�

■ところ　洞爺湖温泉小学

　　　　　校グラウンド　

■主　催　同実行委員会

第16回全道ちびっ子
雪合戦大会

連
絡
く
だ
さ
い
。
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年11月30日現在）

月対比

男 …… 5,061人  （△　4）

女 …… 5,748人  （△ 18）

計 ……10,809人  （△ 22）

世帯…… 5,233世帯（△　9）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

1月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈洞爺湖町健康福祉センタートレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

洞爺地区

健康相談

１月31日（木）

受付

午後1時～

1時30分

健康福祉セ

ンター
乳児健診

午前10時～

正午

洞爺総合支

所

フッ素塗布
個別通知し

ます

洞爺ふれ愛

センター
１月17日(木)

親子ふれあ

い遊び

午前10時～

11時30分

健康福祉セ

ンター
１月18日(金)

保育所開放
午前10時～

11時30分
入江保育所１月25日(金)

１月11日(金) 本町保育所保育所開放
午前10時～

11時30分

1月11日(金)

15日(火)

18日(金)

22日(火)

25日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆洞爺地区健康相談／2月1日(金)・5日(火)・8日(金)12日(火)

・15日(金)・22日(金)26日(火)・29日(金)（洞爺総合支所）

◆保育所開放／2月1日(金)・8日(金)・22日(金)29日(金)

 （本町保育所）

◆1歳6ヵ月3歳児健診／2月7日(木)（さわやか）

◆親子ふれあい遊び／2月15日(金)（さわやか）

◆乳児健診／2月28日（木）（さわやか）

２月の予定

東奔西走
　新年あけましておめでとうございます。

今年も行政と町民の橋渡し役として、様々

な情報を提供していきたいと思いますので、

よろしくお願いします。▼この間、環境や

農業問題をテーマにした「恋するトマト」

という映画を見てきました。▼原作者の小

檜山博氏が上映後のトークショウで、日本

の自給率の低さに関連して、「昔はこんに

ちはと同じように、人と会うと『ママ（ご

はん）食ったか』という言葉が交わされ、

食を通して濃厚な人間関係が築かれていた」

と指摘。▼地球環境の悪化が、地域社会や

人間関係にも影響及ぼすことを考えさせら

れました。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ･О）

今月のワンショット

イルミネーショントンネルを楽しむ家族イルミネーショントンネルを楽しむ家族




